
 

提 案 の 概 要 

施設名：上飯田福祉会館・児童館  

 

団体名：かくれんぼ・名古屋市北区社会福祉協議会コンソーシアム              
                        

１ 福祉会館業務 

(1)管理運営全般について 

①施設管理運営の基本方針等 

理念 

１ 高齢者が地域の中で健康でいきいきと暮らせるよう支援します。 

２ 高齢者の健康の増進、教養の向上を推進します。 

３ 高齢者のレクリエーション活動、自主活動の場を提供します。 

４ 高齢者が福祉会館を拠点として交流し、地域で活躍ができるよう取り組みます。 

基本方針 

１ 親切・丁寧（親身に対応し、いきいきと暮らせるよう支援） 

２ 安心・安全・平等（施設保守管理、事故防止、快適な空間の提供、平等な接遇） 

３ 法令遵守（運営に係わる各種法令、協定書の遵守） 

４ 地域交流・世代間交流の促進（地域、児童館との連携により交流を促進） 

５ 介護予防の推進（各種介護・フレイル予防を行い、健康寿命を伸長する） 

②管理運営体制（職員配置及び人材の確保・育成計画等） 

職員配置 

社会福祉の向上に理解と熱意を持ち、必要な経験を持った職員を配置します。 

人材の確保 

１ 必要な経験、資格を有した職員を法人より選出します。 

２ 人材不足によるサービス低下を防ぐため随時採用を行います。 

３ 法令を遵守した働きやすい職場環境を保持し、退職者を出さないよう努めます。 

育成計画 

各種研修、評価制度の実施を通じて職員の資質向上と社会福祉に貢献する人材を育成します。 

 ・新人研修 ・法人基礎研修 ・法令研修 ・外部研修 ・評価制度 

 

(2)事業運営の実施計画について 

①生活相談及び健康相談 

利用者が安心して暮らす事ができるように各種の相談ができる場として福祉会館を活用します。 

（１）健康相談、介護相談、見守り電話、ボランティア、就労等に関する相談事業を実施。 

（２）健康に関する知識向上のため医師を講師とした健康講和を実施。 

②教養の向上及びレクリエーション等に関する事業 

趣味講座の実施、各種行事の開催を通じて生きがい、やりがいを利用者に提供します。 

１ 趣味教養に類する講座、単発講座を実施。 

２ 各種コンテスト、発表会、展示会を開催。 

３ 講座、同好会の発表の場として「演芸会」を外部劇場にて開催。 

４ 新たな取り組みとして「健康麻雀」を企画。 

 

【様式第 6】 



 

③機能回復訓練の実施 

機能回復訓練を実施し、利用者の認知症予防や介護予防に貢献します。 

１ 機能回復訓練に類する講座、単発講座を実施。 

２ 新たな介護予防・機能回復訓練として「Eスポーツ」を推奨し、各種取り組みを実施。 

３ 新たな取り組みとして「アラカルト講座」の増加を企画。 

その他の事業 

 健康づくり 

（１） 認知症予防事業による「認知症予防教室」「認知症予防リーダー養成講座」を実施。 

（２） 認知症予防事業による機能回復訓練、認知症予防リーダー派遣を実施。 

（３） コグニサイズ体験会の実施、認知症予防サロンの開催 

（４） 新たな取り組みとして「いどばた回想法」を企画 

仲間づくり・憩いの場 

（１） 喫茶設備「珈茶点」の運営を継続し、仲間づくり・憩いの場として活用します 

（２） 自主的活動である同好会の活動を支援します。 

（３） 卓球、囲碁将棋、入浴等の自由利用を継続し、仲間づくりにつなげます。 

その他（併設する児童館との連携事業、地域の団体や事業所、施設等の連携事業、区内の施設を利用

した出張講座等） 

（１） 児童館と連携し、各種事業・行事を実施。（会館まつり、合同避難訓練等） 

（２） 地域団体、行政関係、医師会、警察、消防との連携による事業を実施。 

（３） 地域からの依頼による出張講座、認知症予防リーダー、フレイル予防リーダーの派遣を実施。 

福祉会館の設置目的を達成し、利用の促進を図るために必要な事業 

（１） 事業広報の実施（福祉会館広報誌の発行、区内への配布、HP の運営等） 

（２） 新規利用者の定着促進（自由利用、講座・同好会案内） 

（３） 講座利用促進（ニーズに合わせた講座増加、新講座への入れ替え） 

（４） WI-FI スポットの設置、オンラインでの申込開始等のネット環境整備。 

利用者数増加・サービス向上 

（１）「ニーズの反映」「職員の資質向上」「環境整備」「法令遵守」によりサービスを向上させる。 

（２）利用者の意見把握 

利用者アンケートや運営推進委員会等を活用して意見を把握し、事業に反映させていきます。 

利用者数増加のための取り組み 

（１） 講座事業（定員増加、単発講座の増加、出張講座の増加） 

（２） 同好会支援（新規同好会設立支援、同好会再開支援、継続した活動への支援） 

（３） 自由利用の増加（周知・広報の改善 新規利用者の自由利用定着） 

60 代の高齢者の利用促進 

 世代に合わせた企画の実施、地域活動の案内、インターネット環境整備 

④入浴事業 

１ 開館日 13:15～15:30 に実施（男湯、女湯を 1 時間毎に入れ替え） 

２ 入浴前の血圧チェックを実施し、異常があれば看護師による指導を行います。 

３ 毎月 6 日、26 日を風呂の日として保温、保湿効果のある入浴剤を使用します。 

⑤電話相談事業 

１ 毎週火・金曜日に北慈愛会による福祉電話を実施します。 

２ 見守り対象者から相談を受けた場合は速やかに担当機関への連絡を行い、安否を確認します。 
 

 



   



    

 

 
  

 
  
  
  
  
  
  
  
  

 

 
  

   
  
  
   

 
    

    

 

 
  
  
  
  
  
  

 

 
  
  
  
  
  
  
  
  



  

 

 
 

 
  

 
   
   
 

 
  
  

  
 

 
                

   

                         

 

 
           

           

           

            

                      

          

                             

   
 

 
 


